
心理科学部研究紀要　№７　2011

1－　　－

はじめに

１．母子関係への介入技法
　ヒトの子どもは，Poltman, A.のいう二次的就
巣性の特徴をもち，運動能力が未熟であり，養育
者の世話と保護を受けながら，長い時間をかけて
大人になっていく．そのため，生まれながらにし
て社会的相互作用をもつための有能さを備え，養
育者と積極的に関わりながら環境への適応を果た
す．ヒトの子どもの発達において，社会的相互作
用は不可欠であり，Vygotsky, L.の最近接領域の
概念は，発達が社会的関係の中でのみ生じ，子ど

もはひとりでには発達しないことを示したものと
して重要である．
　発達初期において，子どもが最初に関わる対象
は多くの場合，母親である．発達が進むにつれて，
子どもが関わる対象の数は増加するが，世話や保
護を与える役割の多くは，母親が担う．母親は，
子どものアタッチメント対象となることで安心感
を与え，子どもが環境を探索するための安全基地
となるとともに，環境について学ぶための足場と
なり，母親との相互作用の中で様々な学習を進め
る．子どもの発達が母親との関係を通して進むこ
とを考えると，母子の関係性への支援は，発達支
援・子育て支援において重要である．
　母子関係に介入する技法として，近年，様々な
方法が提出されている．たとえば，乳幼児－親心
理療法（Lieberman, Silverman & Pawl, 2000)で
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は，目の前にいる子どもと母親の相互作用を扱い
ながら，自身の過去の親子関係と照らし合わせ
て母親の子どもへの関わりについて洞察を深め
る．また，母親が子どもとどのように関わればい
いのかのコーチングを受けることで，関係性を変
えていく方法も近年，注目されている(Horowitz, 
et al., 2001)．母子関係への介入について，88個の
プログラムを検討したメタ分析において，効果の
あるプログラムは，母親の行動に目標をおいた短
期間のプログラムであることが分かった（Juff er, 
Bakermans-Kranenburg, & van IJzendoorn, 
2008）．
　母子関係に介入する技法での近年の特徴は，ビ
デオ映像の利用である．たとえば，乳幼児－親心
理療法においても，あらかじめ母子の関わりを
ビデオで撮影し，その映像を元に母親との面接
を進めるやり方をとっているものがある（Beebe, 
2003）．また，ペアレント・トレーニングにおい
ても，ビデオ映像を利用して，個々の子どもの行
動に応じて，個別的に対応を考えて，親子の関係
性に介入するプログラムも現れてきた（Phaneuf 
& McIntyre, 2007）．ビデオ・カメラが軽量化し
安価になるに伴い，根拠とする理論は精神分析か
ら応用行動分析まで多様であるが，従来の介入技
法に加えて，ビデオ映像をフィードバックするこ
とで介入効果を上げるプログラムは，増加の一途
をたどっている．
　ビデオフィードバックによって母子関係へ介
入したプログラムとして最初に行われたもの
は，McDonough（1993）の相互作用ガイダン
ス(Interaction Guidance)と言えるだろう．これ
は，支援者が家庭訪問を行い，その場で母子の
関わりを撮影し，直後に家族みんなで視聴しな
がら，母子間のうまくいっている関わりを取り
上げては賞賛するものである．主として，貧困
家庭を対象として行われ，育児へのエンパワー
メントを促す役割があった．それとは全く別に
独自に発展したものがビデオ相互作用ガイダン
ス(Video Interaction Guidance:以下VIGと略す）
であり，オランダにおいてOrion Projectとして

始められた（Weiner, Kuppermints & Guttmann, 
1994）．その後，このプログラムはイギリスに渡
り，Treverthen の間主観性理論（Treverthen & 
Aitken, 2001）に理論的根拠をもつことで発展し
た（Kennedy, Landor & Todd 2011)．VIGでは，
母子間のうまくいっている関わりのビデオ映像を
何度も視聴することで，ヒトが生得的にもつ間主
観性の能力を活性化して，専門家が特に指摘しな
くても，母親自身が母子間の間主観的やりとりに
気づくことを重視する．そのことで，母親は子ど
もの気持ちを理解し，子どもの能力を知ることで
子どもに適切に関われるようになる．

２．アタッチメント理論に基づいた介入技法
　アタッチメント研究において，母親の子ども
の信号への敏感性は，子どもに安定したアタッ
チメントを形成する主要な要因であることが知
られている．最近の研究では，子どものアタッ
チメントに関わる母親の要因として，子どもに
対する情緒的利用可能性(emotional availability: 
Biringen, 2000)や 子 ど も の 心 へ の 関 与(Mind 
-mindedness: Meins,　1997)，子どもの内面への
洞察力(Insightfulness: Koren-Karie, Oppenheim, 
Dolve, Sher, & Etzion-Carasso 2002)が注目され，
Fonagy, Steel, Steel, Moran, & Higgitt（1991）
が指摘する内省機能(refl ective function)といった
母親の子どもの心的状態への関心や受け止めが，
安定したアタッチメントには重要ではないかと言
われるようになってきた．つまり，子どもの行動
から子どもの内面を読み取る力が敏感性の重要な
側面であり，その力を高めることが子どもに安定
したアタッチメントをもたらす鍵と言えるわけで
ある．
　こうした理論にそって，アタッチメント理論に
基づく母子関係への介入技法は，近年になって急
速に発展してきた．そもそも，ホスピタリズムを
初めとして，アタッチメント障害に関する研究の
歴史は長いが，アタッチメント理論の発展は，そ
れとは別に，主として，中産階級の母子を対象に
した発達心理学研究の中で行われてきた．臨床的
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介入では，虐待やネグレクトといった過酷な状況
でのアタッチメント障害に努力が払われてきた
が，最新のアタッチメント研究の成果が取り入れ
られることがなかった．両者の歩み寄りが進んだ
のは，Main & Solomon (1990)が，未組織／無方
向型アタッチメント・パターン，いわゆるDタイ
プを見いだしたことによる．Dタイプのアタッチ
メントは，アタッチメント関係がひどくゆがんだ
状態であるとして臨床的に注目され，アタッチメ
ント理論に基づく介入技法がいくつも開発される
ことになった．
　アタッチメント理論に基づく介入技法として，
理論的に明確で広く行われているものは，Circle 
of Security（以下COSと略す：Marvin, Cooper, 
Hoff man & Powell, 2002）とVideo Interaction to 
Promote Positive Interaction(以下ビデオ育児支
援法とする：VIPP：Juff er et al., 2008)である．
　COSは，子どもが母親に示す間違ったアタッ
チメントに関する信号の出し方と，母親のアタッ
チメントに関する信号の間違ったとらえ方が，ア
タッチメントの問題をもたらすと考え，ストレン
ジシチュエーション法などを用いて母子のアタッ
チメント関係のアセスメントを丁寧に行う．問題
をもたらす特徴的な母親の行動や考え方を「リン
チピン＝車軸」と捉えて介入を行う．介入では，
親子の遊びやストレンジシチュエーション法での
行動を撮影したビデオ映像のビデオ・クリップを
用い，母子でうまくやっている場面とともに，「リ
ンチピン」を示す問題の場面を４つ程度，提示す
る．各ビデオ・クリップは，３分程度のものであ
り，途中で止めたり繰り返し見せたりして，母親
に子どもの行動のとらえ方や関わり方について洞
察を進めてもらう．COSの特徴は，原則として，
５，６人の集団療法として行われることであり，
対象者は他の母子の映像を見ることができるとと
もに，介入対象となっている母親を情緒的に支え，
一緒に考える仲間として振る舞うことになる．毎
回，一人ずつ，介入の対象者となり，合計２０回
程度の介入回数となる．介入の流れは以下の通り
である．

　１－２週目：導入と理論学習
　３－８週目：テープレビュー（一人ずつ）
　９週目；移行期：防衛機制に関する学習
　10－15週目：テープレビュー（一人ずつ）
　16週目：これまでのまとめ
　17－19週目：テープレビュー；変化の確認
　20週目：卒業式
　COSの対象者は，比較的病理が重い母親であ
り，乳幼児ー親心理療法と同様に過去の母子関係
との関連を考えさせたり，自身の内面を洞察する
といった精神分析的な手法が使われる傾向があ
り，実際の介入には支援者の力量が求められる．
しかしながら，母子関係の問題点をアタッチメン
ト理論に基づいて丁寧にアセスメントする点は，
他の介入技法にはない優れた点であると言えるだ
ろう．

３．ビデオ育児支援法（VIPP）
　アタッチメント理論に基づくもう一つの介入技
法が，ビデオ育児支援法である．これは，オラン
ダのライデン大学の研究者によって開発された．
その特徴は，介入プロトコールが明確であり，効
果研究が適切に行われている点にある．
　ビデオ育児支援法は家庭訪問によって行われ，
毎回，ビデオ撮影をして，その映像を元に介入が
行われる．介入は４回で終了し，その後，２回は
ブースター・セッションである．毎回，アタッチ
メント理論に関することがテーマとなり，その内
容は表１の通りである．介入は，撮影された映像
を取捨選択して見せることでの対象者に生じる憶
測や疑念を避けるため，撮影された全映像が対象
者に提示される．その点で，VIGやCOSを初め
とする多くのビデオフィードバックによる技法が
ビデオ・クリップを用いて行うのとは対照的であ
る．
　ビデオ育児支援法には，子どもの年齢やニーズ
に合わせて３つのバージョンがある．オリジナル
のバージョンは，アタッチメントに関するテーマ
だけを扱うものである．子どもの年齢が２歳以上
で，子どものしつけが親の主な関心事である場合
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には，オリジナル・バージョンに，しつけ方略
を加えたVIPP-SD（Sensitive Discipline）が行わ
れる．VIPP-SDでは，敏感なしつけ（Sensitive 
Discipline)の部分において社会学習理論が用いら
れ，表１に示したようにほめ方やタイムアウトな
ど，ペアレント・トレーニングと同様のテーマが
扱われる．さらに，三つ目のバージョンとして，
VIPP-Rがある．これは，親の内的作業モデルに
アプローチすることでアタッチメントの問題に対
応することを目指すものであり，オリジナル・バー
ジョンのVIPPを行った後で，表１に示すような
テーマで，現在の子どもに対する親子関係と自身
の原家族での親子関係を対比させて考えることで
洞察を得る．この３つのどれを適用するのかは，
対象者にあわせることになるが，現在，最も広く
行われ，効果が確認されているのがVIPP-SDで
ある．本稿において，VIPP-SDを「ビデオ育児
支援法」の代表として紹介することにする．以下
において，ビデオ育児支援法と表記しているもの
は，すべてVIPP-SDのことである．
　毎回の介入では，初めに次の回で用いられる映
像の撮影が行われる．撮影の場面は，次回の介入

のテーマにふさわしいものであり，使用する玩具
や設定はあらかじめ決められている．ビデオの撮
影後，前回撮影したビデオを対象者と一緒に視聴
する．ビデオの視聴では，最低でも30秒～１分ご
とに何らかのコメントをすることが推奨されてい
る．その際なされるコメントについて，あらかじ
めビデオを詳細に視聴して，介入のための台本を
作成することになっている．コメントの内容とし
ては以下の５種類がある．１）子どもの行動の解
説，とりわけ，子どもの発達的な特徴が現れてい
るときに，そのことを取り上げて説明する．２）
ポジティブな母子相互作用を取り上げ，どこがす
ばらしいのかを説明して賞賛する．３）母親のう
まい関わりを取り上げ，どこがすばらしいかを説
明して賞賛する．４）ビデオを止めたり，何度か
見直して，当該の場面で子どもが何をしようとし
ているのか，どう思っているかを一緒に話し合う．
このやり方は，代弁をテーマとする２回目以降の
介入から用いられる．５）「修正メッセージ」と
して，うまくいっていない関わりを取り上げ，ど
のように関わればよかったのか，子どもがなぜこ
ういう行動をしてしまうのかを話し合い，その回

表１　ビデオ育児支援法でのテーマ

表２　介入のためのコメントの内容
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の介入のテーマであるアタッチメントやしつけに
ついて学んでもらう．「修正メッセージ」は，原
則として関係ができる３回目以降の介入から用い
られる．ビデオ育児支援法では，どの対象者にも
話す共通の内容が決まっているため，それも台本
に入れておき，初めから終わりまでの台本を作成
してから，介入に臨むことになる．最初の１，２
回では，主に子どもの行動について取り上げ，関
係ができてくる3回目以降に母親の行動を取り上
げるようにする．
　ビデオ育児支援法の効果は，無作為統制群を
用いて検証され，母親の敏感性を有意に高める
ことがわかっている(Velderman, Bakermans-
Kranenburug, Juffer & van IJzendoorn, 2006)．
また，未組織／無方向型アタッチメントを安
定したものに変える効果も認められている
(Bakermans-Kranenburg, van IJzendoorn, & 
Juff er, 2005) ．その他，イタリアやイギリスにお
いて，低出生体重児や摂食障害の母親に対してビ
デオ育児支援法の効果研究が行われ，知見が蓄積
されつつある．
　本稿では，我が国で初めてビデオ育児支援法を
行った結果を報告する．特に，ビデオの視聴に対
して，対象者がどういった場面で気づきを得るの
かを明らかにすることで，ビデオ育児支援法のど
のような要素が重要であるのかを追究する．なお，
著者は2008年，ライデン大学においてビデオ育児
支援法の講習会を受けている．

方法

対象者
　対象者は幼稚園で配布された介入研究の募集に
応じて参加した４名であった．プライバシーを守
るため，本稿では結果の解釈に必要な情報のみを
提示する．母親の年齢は，20歳代後半から40歳代
前半であった．教育歴は14年から16年であり，比
較的教育レベルが高い方であった．子どもの年齢
は２歳から４歳で，その半数が第一子で，男女は
半々であった．どの子どもも満期産で生まれ，周

産期に大きな問題はなく，発達過程も順調であっ
た．

手続き
　介入は，すべてビデオ育児支援法のマニュアル
に従って行われた．介入は４回行われ，ブースター
セッションは省略された．介入の間隔はほぼ１ヶ
月おきであったが，正月や冬休みをはさんだ時に
は，それ以上に伸びることがあった．支援者は，
対象者と一緒にビデオ映像を見ながら，時々，一
時停止をしたり，同じ場面の再生を繰り返したり
しながら，膝においた台本を参照しながら介入を
進めた．介入に際し，各回に共通して説明する内
容や，追加的説明について，A4版で１～２枚の
ハンドアウトを作成し，対象者に渡した．
　毎回の介入後，支援者は直ちに支援結果をログ
ブックとして詳細に記録した．本研究の分析は，
この記録をもとに行われた．

結果

１．介入のためのコメントの内容
　介入のためのコメントの内容を１）子どもの行
動の解説，２）ポジティブな母子相互作用３）母
親のうまい関わり，４）子どもの気持ち，５）「修
正メッセージ」にわけて頻数を数えた（表２）．
その結果，総コメント数に対象者による大きな差
異はなく，４回の介入で合計100回前後のコメン
トがなされた．対象者によっては，子どもの行動
の解説や母親のうまい関わりに関するコメントが
少ないものもあるが，ほぼ共通するのは，ポジティ
ブな母子相互作用と母親のうまい関わりが，それ
ぞれほぼ３割程度，子どもの気持ちを考えさせる
関わりが１割少し，「修正メッセージ」は１割弱
であった．ビデオ育児支援法の介入では，母親の
関わりを考えさせたり，修正することよりも，う
まくできているところを取り上げて指摘すること
が多くの部分をしめていると言える．

２．ビデオ視聴後の母親の気づき
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　母親がビデオ映像から自発的に気づいたことを
発言する場合と，支援者が介入のためのコメント
を述べた後でわかったことや新たに発見したこと
を述べたり，コメント内容に大きく頷いた場合を
気づきとした．また，「修正メッセージ」につい
ては，支援者の説明に納得の発言をしたり頷くだ
けでなく，自らの意見を述べて見方を明らかにし
たり，そこから派生して日常場面でのエピソード
を取り上げた場合も気づきとした．支援者が介入
のためのコメントをしても単に聞いているだけ
だったり，そういう見方は当てはまらないと否定
した場合は，気づきとは見なさなかった．その結
果，対象者は平均28.8回（18回から43回）の気づ
きに関する発言を行った（表３）．ビデオの映像
から自発的に気づきの発言を多くした対象者もい
たが，多くの場合，ポジティブな相互作用や母親
のうまい関わりのコメントを受けて気づきの発言
をすることが多かった．
　具体的な発言としては，子どもの行動の解説で

「何気なくやっていることだけど，そういう意味
があるんですね．」といったものや，母親のうま
い関わりで「親からしつけが厳しすぎると言われ
てきたのですが，こういう関わりでよかったんで
すね．」とか，子どもの気持ちを考えさせた後，「す
ぐにダメダメと言ってしまいますね．ダメダメと
いうと，つまらなそうな顔になってしまうんです
ね．かわいそうなことをしてしまったですね．」
といったものであった．また，「こうやってビデ
オを見てみると，本当に子どもを褒めてないです
ね．」といった，ビデオ映像から自発的に発見を

述べることもあった．
　気づきに関するコメントを子どもに関するもの
と母親自身に関するものとで整理すると（表４），
対象者によっては子どもに関するものが多い場合
があったが，ほとんどの場合，両者に差がなかっ
表４　気づきの内容

た．子どもの特性や気持ちについて発見するだけ
でなく，自身の関わり方の特徴や問題点に気づか
れることも多かったと言える．
　介入のための各コメントに対する気づきの割合
を示してみると（表３），個人差はあるものの，
ポジティブな母子相互作用に対してはコメントの
２，３割で気づきが得られたようである．対象者
によっては，母親のうまい関わりを指摘されたと
きや子どもの気持ちを考えさせられたときに気づ
きが得られた．「修正メッセージ」に対する反応は，
ほとんどの対象者で肯定的で，単に納得して受け
入れるだけでなく，それまでとってきた育児方略
と対比させて考えたり，どうしてそうした行動を
とってしまうのかを内省することにもつながっ
た．

３．ビデオ視聴による影響
　一人を除いて，対象者は，ビデオを視聴するこ
とで，いろいろな発見があり，ためになるとおっ

表３　母親の気づき
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しゃった．また，自分の子どものほほえましい情
景に引き込まれて，映像を見ることそのものを楽
しんでいる方もいた．対象者によっては，映像内
容から派生して，子どもの日常での行動について
疑問に思っていることを尋ねてきたり，育児につ
いて相談してくることもあった．さらに，ハンド
アウトを夫にも読ませ，ビデオから学んだことを
夫婦で話し合った対象者もいた．
　実際の母子間の行動では，２回目以降，ビデオ
育児支援法の毎回のテーマから学んで，子どもへ
の対応を変えた母親がほとんどであった．特に，
褒めることは，どの母親も気をつけていた．また，
子どもの気持ちを代弁しながら関わるようになっ
た母親もいた．さらに，タイムアウトの話をした
後は，早速，使ってみたようである．回数を重ね
るに従って，ビデオ視聴時に少し指摘するだけで，
ビデオ映像から子どもの気持ちを読み取り，子ど
もの気持ちに関するコメントをしても，スムーズ
に進めることができた．
　しかしながら，ビデオ視聴に対する反応には個
人差が大きいことも確かであった．コメントに対
してほとんど発言しなかったり，そういうことは
自分には当てはならないといった感じで聞き流す
対象者がいる一方で，ビデオを視聴するだけで自
ら様々な発見をして発言をする方までいた．ただ
し，支援者の映像に関するコメントには拒否的と
も言える態度をとる対象者であっても，映像を見
ることや，育児に関する知識を得ることには熱心
であり，毎回，配布する支援内容のレジュメを熱
心に読んだり，それについての質問があった．

考察

　対象者は少数であるが，ビデオを視聴すること
で得るものがあると評価していることでは共通し
ている．介入の際，うまい母子間の相互作用や母
親の関わりが見られた場面で支援者はコメントを
行うことが多く，対象者が気づきを得られる場面
もそうした場面であった．初期の相互作用ガイダ
ンスを含めて，ビデオフォードバックによる母子

関係調節技法では，まず最初にポジティブな映像
をとりあげる点で共通している．ビデオフィード
バックが効果をもたらす要件として，ポジティブ
な側面を取り上げることをあげることができるだ
ろう．そのことで，対象者は「こういう関わりで
よかったのだ」という安心感につながり，映像に
見られるほほえましい子どもの様子から，子ども
の気持ちになり込むこともたやすくなる．また，
介入により非難されるのではないかと防衛的にな
りがちな対象者と信頼関係を築くことにもつなが
る．
　一方，「修正メッセージ」は指示的な技法である．
本研究の結果では，多くの場合，「修正メッセー
ジ」は対象者に気づきをもたらし，育児に関する
発見をもたらした．VIGのように，対象者にうま
い関わりのビデオ・クリップを提示するだけの非
指示的な技法に対して，ビデオ育児支援法は，毎
回の介入テーマが明確であり，「修正メッセージ」
によって具体的に問題点を指摘するなど，かなり
指示的である．それでも，対象者を傷つけたり防
衛的にすることなくメッセージが伝わるのは，介
入がステップを追って進められているためと言え
るだろう．実際に，介入の初期には，子どもの行
動の解説やポジティブな母子相互作用への言及が
中心となり，「修正メッセージ」を伝えるのは３
回目以降に見られた．
　ビデオフィードバックを用いた母子関係の介入
技法の中には，ビデオ映像を支援者と一緒に視聴
するだけのものもあるが，本研究において，ビデ
オから自発的に気づきを深めることができた対象
者はわずかであった．単にビデオを見るだけでは
気づきにはつながらないと言える．そのため，ビ
デオ育児支援法では，支援者のコメントが重要と
なる．また，ビデオ・クリップを用いた技法では，
どの場面を選んだかと言うことそのものがメッ
セージ性をもち，そのことで介入効果を上げてい
ると言える．ビデオフィードバックにおいては，
対象者にビデオをどのように見せるかが重要であ
り，ビデオ映像を単に見せるだけでは，何ら効果
をあげないであろう．
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　ビデオ育児支援法が終始，重視しているのは，
子どもの気持ちを代弁し，子どもに「成り込みな
がら」ビデオ映像を視聴することである．特に，
２回目に介入のテーマとして代弁が取り上げられ
た後には，支援者も子どもの気持ちを代弁して伝
え，母親にもそれを考えさせるコメントを多くす
る．母親がビデオ映像から気づきを得るのは，子
どもにも子どものつもりがあることを発見した
り，子どものつもりを無視して関わる自身の姿を
認めたときである．つまり，最近のアタッチメン
ト研究で重視されている敏感性の重要な要素であ
る子どもの内面を読み取る力に焦点を当てて介入
を行い，それが効果をあげていると言える．敏感
性を高めると言っても，単に，子どもの行動上の
信号に随伴的に反応することを目指していない点
に注目したい．また，ビデオ育児支援法では，一
見，ペアレント・トレーニングと同様のテーマを
扱い同じ技法を教えるが，その場合も，子どもの
つもりを理解して，それに共感を寄せた上で，し
つけ方略をとることを強調している．たとえば，
禁止する際にも，子どもは何がしたいのかを把握
して代弁した上で実行するように言う．このよう
に，ビデオ育児支援法では，子どもの内面に思い
をはせ，それを的確につかむことを支援すること
で，敏感性を高めているわけである．子どもと間
主観的に関わることを強調するのは，VIGを初め
として，多くのビデオフィードバックによる母子
関係調節技法に共通する要素である．それらはす
べて調和的な母子関係を目指すとはいえ，アタッ
チメントの問題に介入するには，それに加えてど
の要素が必要であるのか，あるいは，ビデオ育児
支援法が他の技法と異なってアタッチメントの問
題に効果があると言えるのはどの点なのか，今後
追究すべき課題である．
　本研究は対象者も少なく，予備的研究の範囲を
でるものではない．今後，対象者の数を増やし，
介入前後の変化をしらべることで，ビデオ育児支
援法の効果やそのメカニズムについて，さらに考
察を進める予定である．
　本研究は，文部科学省科学研究費（平成21年度

～平成24年度基盤研究Ｃ，課題番号21530737）の
助成を受けた．本研究に参加したいただいた母子
に心から感謝いたします．
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